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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

当連結会計年度におけるわが国経済は、政府の経済政策等により企業収益や雇用情勢は改善傾向が続く中、個人

消費市場は、中国を始めとするアジア新興国や資源国等の海外景気の下振れ懸念による先行き不透明感から節約志

向が続くものの、一部に持ち直しが見られ、ゆるやかな回復基調となりました。 

当社グループは、こうした事業環境の変化に対応すべく、次のような課題に取り組みました。 

① 収益力の向上 

事業構造の徹底した見直しで、売上総利益率の改善に努めるとともに、全社を挙げて業務効率化と経費削減

による収益力の向上に引き続き取り組みました。 

② 事業領域の拡大と経営資源の有効活用 

セントレードM.E.株式会社（東京都台東区、代表取締役：松嵜博之、非上場、以下「CME」という。）が新

設分割により設立した株式会社CSME（以下「CSME」という。）の全株式を当社グループの事業領域の拡大を図

るとこを目的に平成27年６月１日付で取得し、100％子会社としましたが、当社グループの経営資源の効率的

運用、業務効率のさらなる向上を目的として平成27年12月１日付で当社を存続会社としてCSMEを吸収合併いた

しました。これに伴い、同社のDVD-R、CD-R等の記録メディア、「AVOX」ブランドの各種DVDプレーヤー、ヘッ

ドフォン等の卸売事業を「デジタルコンシューマー事業部」として継続することといたしました。 

③ ＬＥＤ事業の本格化 

当社の関連会社であるC&D Lightec株式会社において、面発光素材（特殊加工を施したアクリル板をLEDによ

り発光させ、看板・案内表示板等に使用する、いわゆる導光板、商品名「LumiSheet ルミシート」）の加工工

場を横浜市内に平成27年7月に新設しました。また、平成27年10月１日付で当社において「LED事業部」を創設

するとともに、外部よりLED事業に関する専門家を招聘し、LumiSheetを軸とした各種LED製品の営業活動を本

格化いたしました。 

④ 合弁会社設立 

当社グループの事業領域の拡大と企業価値の向上を目的として以下のとおり合弁会社を設立いたしました。 

a シーエス大宇販売株式会社（以下「シーエス大宇」という。） 

・代表者  代表取締役社長 丁 一賛(ジョン イルチャン)※１ 

・本店  東京都墨田区錦糸一丁目10番10号 

・設立  平成27年12月21日 

・事業内容  「Daewoo」「Klasse」ブランドの冷蔵庫、洗濯機、テレビ、電子レンジ等の家電製品の輸

入販売 

・資本金  5,000万円 

・株主  株式会社シーエスロジネット(81.1％)、Dongbu Daewoo Electronics Co.,Ltd(18.9％) 

b シーエスCOWON販売株式会社（以下「シーエスCOWON」という。） 

・代表者  代表取締役社長 丁 一賛(ジョン イルチャン) ※１ 

・本店  東京都墨田区錦糸一丁目10番10号 

・設立  平成27年12月28日 

・事業内容  「iAUDIO」「COWON」ブランドのデジタルオーディオプレーヤー、ヘッドフォン、ドライ

ブレコーダー等のデジタル機器の輸入販売 

・資本金  1,000万円 

・株主  株式会社シーエスロジネット(85.0％)、株式会社COWON SYSTEM（15.0％） 

※１：丁 一賛氏は、当社の常務執行役員（LED事業部 統括部長）を兼務しております。 

⑤ ｈｐ(Hewlett-Packard)ブランドの光メディア製品の独占販売開始 

パソコン、サーバ、プリンタ等ＩＴ機器の世界的なメーカーであるヒューレット・パッカード社のブランド

「ｈｐ」によるDVD-R、CD-R等の光メディア製品の日本国内における独占販売権を獲得し、当社親会社のテク

タイト株式会社(東京都墨田区、代表取締役：松本能和、非上場）が総輸入元として契約し、当社がその日本

国内における総販売元となり営業を開始いたしました。 

なお、平成27年６月に子会社化し、平成27年12月に当社を存続会社として吸収合併したCSME（合併後は当社の

デジタルコンシューマー事業部として事業を継続しております。）、シーエス大宇及びシーエスCOWONを「デジ

タルコンシューマー事業」として新たに報告セグメントに加えております。 

 

以上の結果、当社グループの当連結会計年度の連結業績は、既存事業の売上高は、スマートフォンを利用した音

楽・映像配信、ゲームアプリ等の普及の影響を受け、減少する一方、新たにデジタルコンシューマー事業の売上高

が加わったことにより10,788百万円と前年同期比で0.5％の増加となりましたが、CSMEの在庫の一部の評価損によ

る売上総利益への影響に加え、CSMEの株式取得費用、のれん償却、内部統制に必要な管理体制の整備費用等、経費

が増加したことから、営業損失は49百万円（前年同期は127百万円の営業利益）、経常損失は97百万円（前年同期
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は181百万円の経常利益）となり、親会社株主に帰属する当期純損失233百万円（前年同期は337百万円の親会社株

主に帰属する当期純損失）となりました。 

 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 卸売事業

ａ．音楽映像ソフト

音楽映像ソフト市場のうち、音楽ソフト市場は、平成27年１～12月期の一般社団法人日本レコード協会の

発表によるＣＤ生産実績は、98％と前年をわずかに下回り、映像ソフト市場は、平成27年１～12月期の一般

社団法人日本映像ソフト協会加盟の映像ソフトメーカーの発表による売上高は、前年比でＤＶＤが90.2％、

ブルーレイディスクが101.9％、全体では94.9％と減少しました。 

このような中、当部門の売上高は、販売用ＤＶＤソフトの売上高は堅調に推移したものの、レンタル用Ｃ

Ｄにおいて株式会社ゲオとの取引がなくなったことから前期比44.1％減の4,129百万円となりました。 

ｂ．コンシューマーゲーム 

当部門の売上高は、平成26年２月にソニー・コンピュータエンタテインメントから発売されたゲーム機

「ＰＳ４」の価格が平成27年10月１日から34,980円(税別)と5,000円引き下げられたことから、ＰＳ４のハー

ド、ソフトの売上高はともに増加したものの、ＰＳＶｉｔａ、ＰＳ３等が減少したことと、スマートフォン

向けのゲームアプリ市場拡大の影響等から、前期比12.6％減の1,148百万円となりました。 

ｃ．関連商品

当部門の売上高は、前期比48.6％減の245百万円となりました。 

ｄ．その他 

当部門の売上高は、前期比39.4％増の375百万円となりました。 

以上により、卸売事業全体の売上高は、前期比39.8％減の5,899百万円となりました。 

② デジタルコンシューマー事業

当部門は、DVD-R、CD-R等の記録メディア製品、「AVOX」ブランドの各種DVDプレーヤー、ヘッドフォン等の売

上高で、3,909百万円となりました。なお、当部門の売上高は、平成27年12月１日付でCSMEを吸収合併したこと

から、平成27年６月１日から11月30日までのCSMEの売上高と合併後の当部門の売上高及びシーエス大宇、シーエ

スCOWONの売上高との合計であり、前期実績はありません。 

③ 小売事業

当部門の売上高は、インターネットを利用した通信販売の強化に注力し、前期比4.2％増の979百万円となりま

した。 
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(2）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

当連結会計年度末における総資産は7,154百万円となり、前連結会計年度末に比べ652百万円の増加となりまし

た。また、純資産の残高は3,021百万円となり、273百万円の減少となりました。

（資産）

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ353百万円増加した4,993百万円となりました。主な要因は、未

収入金の増加によるものです。固定資産においては、前連結会計年度末に比べ299百万円増加した2,160百万円と

なりました。主な要因は、CSMEの買収に伴う土地やのれんの増加によるものです。

（負債）

流動負債においては、前連結会計年度末に比べ420百万円増加した3,294百万円となりました。主な要因は、新

規借入によるものです。固定負債においては、前連結会計年度末に比べ505百万円増加した838百万円となりまし

た。主な要因は、新規借入によるものです。

（純資産）

純資産においては、前連結会計年度末に比べ273百万円減少した3,021百万円となりました。主な要因は、当期

純損失を計上したことによるものです。

 

なお、デジタルコンシューマー事業において、平成27年12月１日付で、連結子会社であったCSMEを当社が吸収

合併しております。

 

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ184百万円増加した1,455百万円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純損失の計上や仕入債務の減少等により、322百万

円の支出（前連結会計年度は412百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得に伴う収入等により、前連

結会計年度に比べ360百万円減少した221百万円の収入となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減、長期借入金の返済等の支出はあったものの、長

期借入による収入等により287百万円の収入（前連結会計年度は171百万円の支出）となりました。

この結果、当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ

184百万円増加した1,455百万円となりました。

 

（参考）キャッシュ・フロー指標の推移

  平成26年３月期 平成27年3月期 平成28年3月期

自己資本比率（％） 51.2 50.7 42.1

時価ベースの自己資本比率（％） 14.0 22.1 16.8

キャッシュ・フロー対有利子負債

比率（年）
20.4 0.8 △6.0

インタレスト・カバレッジ・レシ 

オ（倍）
3.4 83.6 △14.2

※１．各指標は、以下の計算式により算出しております。

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

３．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上されて

いる負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象としております。利息の支払については、営業キャッ

シュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、安定した配当の継続と、事業拡大及び財務体質の強化など将来に備えた内部留保の充実を勘案し、利益配

分を行って参ります。

なお、当期におきましては、既存事業の売上高が減少するなか、新たにデジタルコンシューマー事業を加わえたこ

とにより売上高は増加となったものの、在庫の一部の評価損、CSMEの株式取得費用、のれん償却、内部統制に必要な

管理体制の整備費用等、経費が増加したことから、営業損失を計上することとなり、無配とさせていただくこととい

たしました。

 

(4）次期の見通し 

今後につきましては、企業収益や雇用情勢は改善傾向にありますが、中国を中心とする海外景気の下振れ懸念も依

然としてあるなか、個人消費市場は依然として厳しい状況が続くことが予想されます。当社グループの事業領域のう

ち、音楽映像ソフトやゲームソフト等のパッケージソフト市場におきましては、スマートフォンの普及に伴い、引き

続き厳しい状況で推移することが予想されますが、新たに加えたデジタルコンシューマー事業における市場につきま

しては、今後も消費者のニーズに対応した新たな商品の開発が進むことが予想されます。

このような環境のもと、当社グループにおきましては、従来の音楽映像ソフト、ゲームソフト等のパッケージソフ

トの卸売事業部門のさらなる合理化・効率化を進めることで収益力を維持する一方、デジタルコンシューマー事業に

おける取扱商品の拡大と新たな販売ルートの開拓による事業の拡大を積極的に推進して参ります。

① デジタルコンシューマー事業の拡大

デジタルコンシューマー事業において、従来から手がけているＤＶＤプレイヤーやヘッドフォン等の音響映像

関連機器に加え、日本国内における独占販売権を獲得したパソコン、サーバ、プリンタ等ＩＴ機器の世界的なメ

ーカーであるヒューレット・パッカード社のブランド「ｈｐ」のDVD-R、CD-R、自社ブランド「AVOX」の光メデ

ィア製品の販売を推進して参ります。

② 高機能・高付加価値の商品のラインアップ

シーエスCOWONが製造するハイレゾ対応の高音質デジタルオーディオプレーヤー、フルハイビジョン対応の高

画質ドライブレコーダー等の高機能・高付加価値の商品等をラインアップに加え、市場拡大を積極的に推進して

参ります。

③ ＬＥＤ関連機器販売の本格稼動 

C&D Lightec株式会社のＬＥＤ照明関連機器の日本国内における販売事業を推進するとともに、厚さ８ミリ、

６ミリ、４ミリの透明アクリル板を「3D-V-Cutting（国際特許取得済）」という特殊技術で加工し、高輝度ＬＥ

Ｄでアクリル板の面全体を均一に発光させる「ルミシート」という素材の国内自社工場で生産し、薄型軽量で長

寿命・省電力、かつ設置工事がしやすく、デザイン性にも優れたルミシートを看板・各種案内表示板・店舗内装

等の新たな素材として販売を推進してまいります。

 

あわせて、合理的な経営管理システムを構築し、収益力の向上とともに、内部統制の整備・運用を図り、健全な経

営体質の強化に努めて参ります。
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２．企業集団の状況

当社企業集団(以下、当社グループ)は、当社(株式会社シーエスロジネット)、連結子会社４社および関連会社１社

の計６社で構成されており、主たる事業は、音楽ソフト（レンタル用ＣＤ）、映像ソフト（ビデオカセット、ＤＶ

Ｄ）、家庭用ゲーム機器及びゲームソフト(以下、コンシューマーゲーム)等の卸売販売を行なう「卸売事業」とＤＶ

Ｄプレーヤー、デジタルオーディオ・プレーヤー、ドライブレコーダー等のデジタル製品の卸売販売を行う「デジタ

ルコンシューマー事業」であります。また、当社の小売事業部門はＣＤ、コンシューマーゲーム等の販売、子会社の

㈱ムービーチャンネルにおいて映像コンテンツの衛星放送事業(「小売事業」)を行なっております。

 当社グループの事業区分とそれに係る位置付け及びセグメントとの関連は、次のとおりであります。

事業区分 主要商品及び事業内容 主要な会社

卸売事業 音楽映像ソフト 音楽ソフト（レンタル用ＣＤ） 当社

映像ソフト（ＤＶＤ） 当社

コンシューマーゲーム（家庭用ゲーム機器、ゲームソフト等） 当社

関連商品（ＬＥＤ照明器具・機器、バラエティグッズ、キャラクターグッ

ズ等）
当社、Ｃ＆ＤＬｉｇｈｔｅｃ㈱

その他（ＴＰＬ、ＯＥＭ等）(注)１

共聴施設事業者向け館内放送サービス用機器及びシステム（注）２

当社、㈱メディアネットワーク

ソリューションズ

デジタル

コンシュ

ーマー事

業

ＤＶＤプレーヤー、デジタル・オーディオ機器、ドライブレコーダー等の

デジタル製品、冷蔵庫、洗濯機、電子レンジ等の家電製品

ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等光メディア製品

当社、シーエス大宇販売㈱

シーエスCOWON販売㈱

小売事業
音楽映像ソフトのレンタル及び販売、並びにコンシューマーゲームの販

売、映像コンテンツの衛星放送及びインターネットを利用した配信事業
当社、㈱ムービーチャンネル

（注）１．ＴＰＬはゲームソフトメーカー等の物流受託業務、ＯＥＭは音楽映像ソフトをレンタル店向けに管理用バーコ

ードを貼付する等の加工業務であります。

２．ホテルその他共聴施設事業者が行う衛星放送を利用した館内放送サービスのデジタル化に必要な機器、システ

ム及び衛星放送向け高画質映像コンテンツ等の販売業務であります。

 

 事業系統図

 

 

 （注）  当社小売事業は、音楽映像ソフトの販売及コンシュマーゲーム等の販売を行っており、主に当社卸売事業を経

由して仕入れております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社は、音楽、映像、ゲーム等のコンテンツに加え、人々の生活にゆとりと潤いをもたらす製品・サービスを提供

することで「豊かで潤いのある生活づくりに貢献する」ことを企業理念とし、「お客様と共感し、満足していただけ

る企業を目指すとともに、株主や社会に貢献し、社員とともに成長する企業を目指す」ことを経営理念としておりま

す。また、「常に変化に挑戦（Change & Challenge）し続ける」とともに「お客様に満足し、共感していただける製

品・サービスを提供する」という基本方針に基づき、新たな製品・サービスの開発と事業の拡大に努めて参ります。

あわせて合理的な経営管理システムを構築し、収益力の向上に努めて参ります。

 

(2）目標とする経営指標

当社は、総資本経常利益率５～８％を目標とする経営指標としております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

① 物流業務の効率化・合理化

ＣＤ、ＤＶＤ、ゲームソフト等のパッケージソフト市場において厳しい環境が続くなか、物流業務をさらに効

率化・合理化し、収益力の強化に努めて参ります。

② 既存顧客に対する新規商材の導入

当社主要販売先であるＣＤ・ＤＶＤのレンタル店の新たな収益源の確保を目的として、レンタルユーザーを

対象に新たな商材やサービスを企画提案し、導入を進めて参ります。

③ 親会社及びグループとの連携による新規市場への参入

親会社であるテクタイト及びグループの有する経営資源を有効活用することで、新規市場への参入と事業領

域の拡大を進めて参ります。

④ ＴＰＬの拡充

当社の物流サービスであるＴＰＬ事業（物流の受託業務で、Third Party Logisticsの頭文字をとったもの）

を拡大するため、機能を強化し、ネット通販等、多品種・小ロットの物流業務の新規受託先の拡大を進めて参

ります。

⑤ ＢｔｏＢビジネスの開発推進

安定した収益を継続的に確保するため、事業者向けに新たな商材やサービスを企画提案し、ＢｔｏＢビジネ

スを開発推進して参ります。

⑥ 事業提携、資本提携の推進

市場の変化に対応するため、資本提携を含めた事業提携を推進して参ります。

 

(4）会社の対処すべき課題

当社の対処すべき課題は、以下のとおりであります。

① 物流業務の見直しによる業務効率の向上と合理化による経費削減

検品作業のシステム化、当社グループ全体の物流業務の統合による合理化、効率化を図って参ります。 

② 管理業務の見直しとシステム化による業務効率の向上による経費削減

販売管理を行う基幹システムと会計システムとの連携システムの構築によりデータの一元管理を図って参り

ます。 

③ 仕入条件、販売条件の見直しによる売上総利益率の向上

売上総利益率の向上のため、仕入先との条件交渉、販売先への卸売価格の見直し等を図って参ります。 

(5）その他、会社の経営上重要な事項

  該当事項はありません。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しい

ため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,406,379 1,600,709 

受取手形及び売掛金 1,110,226 1,343,879 

有価証券 21,259 21,193 

たな卸資産 1,909,865 1,221,048 

繰延税金資産 48,000 － 

未収入金 32,042 483,218 

その他 119,629 327,169 

貸倒引当金 △6,932 △3,415 

流動資産合計 4,640,471 4,993,803 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 207,701 240,587 

減価償却累計額 △117,419 △133,014 

建物及び構築物（純額） 90,282 107,572 

機械装置及び運搬具 17,095 17,362 

減価償却累計額 △15,926 △16,154 

機械装置及び運搬具（純額） 1,169 1,207 

土地 575,565 804,756 

その他 120,630 124,641 

減価償却累計額 △106,140 △111,942 

その他（純額） 14,489 12,699 

有形固定資産合計 681,505 926,235 

無形固定資産    

のれん － 136,929 

その他 40,877 50,252 

無形固定資産合計 40,877 187,182 

投資その他の資産    

投資有価証券 399,555 396,894 

関係会社株式 21,492 13,007 

繰延税金資産 25,583 － 

敷金及び保証金 627,649 635,038 

保険積立金 30,999 20,887 

その他 45,907 38,708 

貸倒引当金 △12,345 △57,457 

投資その他の資産合計 1,138,842 1,047,080 

固定資産合計 1,861,225 2,160,499 

資産合計 6,501,696 7,154,303 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,489,008 1,403,617 

短期借入金 - 949,144 

1年内償還予定の社債 28,800 28,800 

1年内返済予定の長期借入金 110,628 287,159 

未払法人税等 48,090 57,533 

賞与引当金 37,292 29,010 

その他 159,711 538,996 

流動負債合計 2,873,529 3,294,260 

固定負債    

社債 56,000 27,200 

長期借入金 143,080 650,260 

繰延税金負債 - 12,650 

退職給付に係る負債 - 14,454 

受入保証金 133,774 134,004 

固定負債合計 332,854 838,568 

負債合計 3,206,384 4,132,829 

純資産の部    

株主資本    

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,491,530 2,209,732 

自己株式 △142,300 △142,300 

株主資本合計 3,492,741 3,210,943 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 44,399 40,028 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

その他の包括利益累計額合計 △197,428 △201,799 

非支配株主持分 - 12,329 

純資産合計 3,295,312 3,021,474 

負債純資産合計 6,501,696 7,154,303 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 10,735,675 10,788,393 

売上原価 9,292,292 9,328,833 

売上総利益 1,443,383 1,459,559 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 31,176 20,837 

運賃及び荷造費 152,245 248,537 

広告宣伝費 1,303 6,901 

貸倒引当金繰入額 △3,024 △2,292 

役員報酬 68,238 52,840 

給料及び手当 514,595 526,917 

賞与 31,840 32,226 

賞与引当金繰入額 35,290 10,121 

退職給付費用 31,958 26,131 

役員退職慰労引当金繰入額 △3,397 － 

交際費 3,108 4,233 

法定福利費 87,260 83,583 

旅費及び交通費 25,198 51,610 

租税公課 13,588 19,204 

減価償却費 33,266 28,763 

のれん償却額 － 27,385 

消耗品費 17,933 20,824 

賃借料 78,462 73,940 

その他 197,166 277,781 

販売費及び一般管理費 1,316,212 1,509,550 

営業利益又は営業損失（△） 127,170 △49,990 

営業外収益    

受取利息 3,816 3,961 

受取配当金 2,613 2,131 

受取賃貸料 9,206 10,340 

受取手数料 3,427 2,642 

有価証券売却益 25,183 － 

為替差益 16,868 － 

仕入割引 － 10,791 

雑収入 4,383 932 

営業外収益合計 65,497 30,799 

営業外費用    

支払利息 4,983 22,601 

支払保証料 1,354 － 

持分法による投資損失 3,507 8,484 

貸倒引当金繰入額 － 43,195 

雑損失 1,466 3,823 

営業外費用合計 11,311 78,105 

経常利益又は経常損失（△） 181,356 △97,296 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

特別利益    

保険解約返戻金 － 468 

固定資産売却益 4,441 13 

投資有価証券売却益 8,424 － 

投資有価証券償還益 8,572 8,865 

特別利益合計 21,437 9,347 

特別損失    

投資有価証券評価損 290,849 841 

固定資産除却損 6,605 229 

減損損失 64,739 － 

特別退職金 20,867 38,356 

その他 20,504 － 

特別損失合計 403,565 39,427 

税金等調整前当期純損失（△） △200,772 △127,376 

法人税、住民税及び事業税 7,426 18,206 

法人税等調整額 128,928 87,461 

法人税等合計 136,355 105,667 

当期純損失（△） △337,127 △233,044 

非支配株主に帰属する当期純利益 － 1,379 

親会社株主に帰属する当期純損失（△） △337,127 △234,424 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当期純損失（△） △337,127 △233,044 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △13,138 △4,370 

その他の包括利益合計 △13,138 △4,370 

包括利益 △350,265 △237,415 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △350,265 △238,794 

非支配株主に係る包括利益 － 1,379 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 2,828,657 △142,231 3,829,937 

当期変動額           

剰余金の配当           

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △337,127   △337,127 

自己株式の取得       △69 △69 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － △337,127 △69 △337,196 

当期末残高 598,510 545,000 2,491,530 △142,300 3,492,741 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 57,537 △241,827 △184,290 － 3,645,647 

当期変動額           

剰余金の配当         － 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △337,127 

自己株式の取得         △69 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） △13,138 － △13,138 － △13,138 

当期変動額合計 △13,138 － △13,138 － △350,334 

当期末残高 44,399 △241,827 △197,428 － 3,295,312 

 

- 13 -

㈱シーエスロジネット(2710)平成28年3月期　決算短信



当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 598,510 545,000 2,491,530 △142,300 3,492,741 

当期変動額           

剰余金の配当     △47,373   △47,373 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △234,424   △234,424 

自己株式の取得           

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 － － △281,797 － △281,797 

当期末残高 598,510 545,000 2,209,732 △142,300 3,210,943 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 44,399 △241,827 △197,428 － 3,295,312 

当期変動額           

剰余金の配当         △47,373 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △234,424 

自己株式の取得         － 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△4,370   △4,370 12,329 7,959 

当期変動額合計 △4,370 － △4,370 12,329 △273,838 

当期末残高 40,028 △241,827 △201,799 12,329 3,021,474 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純損失（△） △200,772 △127,376 

減価償却費 34,335 28,763 

減損損失 64,739 - 

のれん償却額 - 27,385 

投資有価証券評価損益（△は益） 290,849 841 

出資金評価損 999 - 

賃貸借契約解約損 7,300 - 

保険解約返戻金 - △468 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △320,643 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △22,755 

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,927 △18,386 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,024 40,852 

受取利息及び受取配当金 △6,429 △3,961 

支払利息 4,983 22,601 

持分法による投資損益（△は益） 3,507 8,484 

為替差損益（△は益） △5,574 2,394 

有価証券売却損益（△は益） △33,607 - 

投資有価証券償還損益（△は益） △8,572 △8,865 

固定資産売却損益（△は益） △4,441 △13 

固定資産除却損 6,605 229 

売上債権の増減額（△は増加） 320,618 466,055 

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,886 1,146,077 

その他の資産の増減額（△は増加） △35,825 4,733 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 2,270 △2,247 

仕入債務の増減額（△は減少） 266,576 △2,126,689 

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,957 54,112 

その他の負債の増減額（△は減少） 4,242 △69,348 

預り保証金の増減額（△は減少） △11,400 △8,577 

差入保証金の増減額（△は増加） 162,170 263,583 

小計 474,052 △322,576 

利息及び配当金の受取額 7,209 3,126 

利息の支払額 △4,928 △22,728 

法人税等の支払額 △64,122 △8,763 

法人税等の還付額 - 28,254 

営業活動によるキャッシュ・フロー 412,211 △322,687 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △8,803 - 

定期預金の払戻による収入 8,800 - 

有形固定資産の取得による支出 △24,934 △17,735 

有形固定資産の除却による支出 - △106 

有形固定資産の売却による収入 4,613 - 

長期前払費用の取得による支出 △539 - 

無形固定資産の取得による支出 △720 △17,283 

投資有価証券の取得による支出 △4,350 △3,775 

投資有価証券の売却による収入 148,081 24,088 

関係会社株式の取得による支出 △148,480 - 

関係会社株式の売却による収入 123,480 - 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
- 237,827 

貸付けによる支出 △151,150 - 

貸付金の回収による収入 152,385 275 

敷金の回収による収入 30,554 - 

敷金の差入による支出 △4,253 - 

保険積立金の解約による収入 451,298 13,139 

投資その他の資産の増減額（△は増加） 6,561 △14,521 

投資活動によるキャッシュ・フロー 582,542 221,898 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） - △236,458 

長期借入れによる収入 - 1,176,495 

長期借入金の返済による支出 △142,824 △587,386 

社債の償還による支出 △28,800 △28,800 

非支配株主からの払込みによる収入 - 10,950 

自己株式の取得による支出 △69 - 

配当金の支払額 △55 △47,366 

財務活動によるキャッシュ・フロー △171,749 287,433 

現金及び現金同等物に係る換算差額 5,574 △2,394 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 828,578 184,251 

現金及び現金同等物の期首残高 442,253 1,270,832 

現金及び現金同等物の期末残高 1,270,832 1,455,084 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 １．報告セグメントの概要
当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

当社の経営事項及び業務執行に関する最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を
評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当社グループは、音楽映像ソフトや家庭用ゲーム機器及びソフト等のエンタテインメント関連商品の販売を

主たる事業としており、レンタル店やゲームショップ等事業者を対象とした事業と直接消費者を対象とした事
業とに区分し、各事業ごとに包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。また、当連結会年度にお
いて、株式会社ＣＳＭＥの子会社化によりデジタルコンシューマー事業に進出しております。
従って、当社グループの構成単位は事業の種類別セグメントから構成されており、レンタル店やゲームショ

ップ等事業者を対象とした事業を「卸売事業」、直接消費者を対象とした事業を「小売事業」とする２つの報
告セグメントに加え、デジタル製品・家電製品の卸売販売を行う「デジタルコンシューマー事業」を当連結会
計年度より報告セグメントに追加しております。
 
なお、「卸売事業」は、音楽ソフト(レンタル用ＣＤ)、映像ソフト、コンシューマーゲーム等をビデオ・Ｃ

Ｄレンタル店やゲームショップ等に販売しております。「小売事業」は、音楽映像ソフト、コンシューマーゲ
ーム等を消費者に販売またはレンタルしております。
 

２. 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法
  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」
 における記載と概ね同一であります。
  報告セグメントの利益は営業利益ベースの金額であります。また、セグメント間の内部売上高又は振替高
 は市場実勢価格に基づいております。
 
３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

  前連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

      （単位：千円） 

  卸売事業 小売事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 9,796,202 939,473 10,735,675 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
3,761 - 3,761 

計 9,799,963 939,473 10,739,436 

セグメント利益 381,687 23,399 405,087 

セグメント資産 4,763,688 315,301 5,078,989 

その他の項目      

減価償却費 26,900 1,054 27,955 

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額 
14,067 734 14,802 
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  当連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日） 

        （単位：千円） 

  卸売事業 
デジタルコンシ
ューマー事業 

小売事業 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 5,899,924 3,909,138 979,330 10,788,393 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
- 2,658 - 2,658 

計 5,899,924 3,911,797 979,330 10,791,052 

セグメント利益 380,516 △69,009 △66,686 244,820 

セグメント資産 2,710,630 2,722,938 267,489 5,701,058 

その他の項目        

のれん償却額 - 27,385 - 27,385 

減価償却費 20,917 1,548 1,209 23,676 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
25,282 376,591 7,123 408,998 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）
                                         （単位：千円）

      売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 10,739,436 10,791,052

 セグメント間取引消去 △3,761 △2,658

連結財務諸表の売上高 10,735,675 10,788,393

 
                                         （単位：千円）

      利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 405,087 244,820 

 セグメント間取引消去 1,224 1,032

 全社費用(注) △279,140 △295,843

連結財務諸表の営業利益又は営業
損失(△)

127,170 △49,990

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
 

                                     （単位：千円）

      資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 5,078,989 5,701,058

 資本連結消去 △6,465 △55,005

 全社資産(注) 1,429,171 1,508,250

連結財務諸表の資産合計 6,501,696 7,154,303

 (注) 全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金、長期性資金、一般管理部門に係る資
産であります。
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                                     （単位：千円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

減価償却費 27,955 23,676 6,379 5,087 34,335 28,763

のれんの償却額 － 27,385 － － － 27,385

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額

14,802 408,998 11,392 20,953 26,194 429,951

 
 
【関連情報】 

前連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

  音楽映像ソフト
コンシューマー

ゲーム
関連商品 小売・その他 合計

 外部顧客への売上高 7,384,580 1,313,935 477,972 1,559,186 10,735,675

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

                          (単位:千円)

 顧客の名称又は氏名  売上高  関連するセグメント

 株式会社ゲオ 2,556,657  卸売事業

 

当連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

１.商品ごとの情報

                                    (単位:千円)

 
音楽映像

ソフト

コンシューマー

ゲーム
関連商品

デジタル

コンシューマー

小売・

その他
合計

 外部顧客への売上高 4,129,420 1,148,972 245,890 3,909,138 1,354,970 10,788,393

 

２.地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客以外の売上がないため、該当事項はありません。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３.主要な顧客ごと情報

 連結損益計算書の売上高の10％以上を占める特定の外部顧客への売上高がないため、記載を省略しておりま

す。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

      (単位：千円) 

  卸売事業 小売事業 合計 

減損損失 62,064 2,674 64,739 

 

当連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

 該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

 該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

                          （単位：千円） 

  卸売事業
デジタルコンシ

ューマー事業
小売事業 その他 合計

当期償却額 － 27,385 － － 27,385

当期末残高 － 136,929 － － 136,929

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】 

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

１株当たり純資産額     695円60銭     635円20銭

１株当たり当期純損失金額(△)  △71円16銭  △49円48銭

 （注）１.潜在株式調整後１株当たり当期純損失金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

    ２.１株当たり当期損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失(△)

（千円）
△337,127 △234,424

普通株主に帰属しない金額（千円）     － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純損失(△)（千円）
△337,127 △234,424

期中平均株式数（千株） 4,737 4,737

 

（重要な後発事象）

   該当事項はありません。 
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